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 １２月９日（火）に第２回算数・数学科授業研究会〈小学校：算数〉が泉北小学校を会場に行われま

した。授業について振り返ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 本時では、図形に積極的に関わり、四角形の対角線の性質を見い出そうと一生懸命に取り組む子ども

の姿がたくさん見られました。以下は、それぞれの学習場面における研修者の声です。（事後研修会で使

用した付箋からの転記です。黄：成果、赤：課題、青：その他） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イノベーション人材育成推進教員活用事業 

【イノベーション人材育成教員 奥井 翔太先生から】 
日頃の授業づくりでは、「すべての子どもたちが『分かった』『できた』喜びを味わ

う」授業を意識して取り組んでいます。具体的に次の３点を意識しています。 
① 単元全体を通して働かせる見方・考え方をおさえ、見方・考え方を働かせる数学
的活動を意図的に設定すること。 

② 見方・考え方を働かせたつぶやきや考え方を価値付け、意識化させること。 
③ 子どもの「分からない」に寄り添う全体共有のコーディネート。 
 

【イノベーション人材育成教員 奥井 翔太先生から】 
今回は、子どもたち自身が、見方・考え方を働かせることで「分かった」「できた」につな

がったと感じられる授業にしたいという思いをもって臨みました。事後研修会では、多くの
先生方と話し合い、森本先生より示唆に富んだお話を頂くことで、算数教育の奥深さを改め
て実感することができました。この研修会で得た学びを糧に、「分かる」「できる」喜びを子
どもたちと心から味わうために実践を深めてまいります。ありがとうございました。 

 

「今日は対角線という眼鏡を

かけるよ」という指示で、子ど

もたちが対角線という見方で

図形の性質を捉えようと動き

出していた。 

授業前の自作カードゲーム

は、三角定規やコンパスを使い

ながら、図形の特徴を調べる活

動につながっていた。 

 

台形については、本時の台形だけで

はすべての台形について触れられな

い。等脚台形といった対角線の長さが

等しくなる台形があることにも触れ

ていきたい。 

 説明を途中で切ることで、 

①聞いている子の理解を促す。 

②話している子の説明をより分か 

りやすいものに促す。 

という効果があることが分かった。 

 机間指導中の先生のつぶや

きも課題解決のヒントになっ

ていた。 

・コンパス取り出してきたぞ！ 

・分度器を使うの？ 

 子どもたちが、対角線の

どこ（構成要素）に着目した

のかと、数学的な用語で話

していてよかった。 
「納得してもらうには？」といった発

問や「それでいいの？」という問い返

しによって、子どもたちの考えがつな

がり、図に表して根拠を明確にする子

どもの姿につながった。 



 


